
2  大阪市のスポーツ行政の現状と課題

名　称 収容人数 主なスポーツ大会等
エディオンアリーナ大阪（大阪府立体育会館）

建物所有者 ： 大阪府

最大
約10,000人

•大相撲三月場所
•ボクシングの世界タイトルマッチ
•全日本空手道選手権大会
•西日本学生バスケットボール大会
•国際親善レディースバドミントン大会
•大阪国際招待卓球選手権大会
•プロレス興行

大阪シティ信用金庫スタジアム

建物所有者 ： 
株式会社大阪シティドーム

10,000人

•全国高校野球選手権大阪大会
•日本大学軟式野球選手権大会

大阪市南港中央野球場

建物所有者 ： 大阪市

10,000人

•全国高校野球選手権大阪大会

スポーツに関連する主な包括連携協定等2

大阪市では、市民・NPO・企業などのさまざまな活動主体が互いに協働し、これらの主体と行政とが
協働するマルチパートナーシップによる活力ある地域社会づくりをめざしており、その一環として、ス
ポーツチーム、大学、企業等と連携協定等を締結し、「地域の活性化」や「市民サービスの向上」に向け
たさまざまな取り組みを進めています。

令和３（2021）年4月現在、２つの大学、スポーツチーム７団体と連携協定を締結し、市民のスポーツ
の普及・振興に向けたさまざまな活動を進めており、市民の健康増進と豊かな社会生活の実現や、地域
社会の発展に寄与しています。

■連携協働の特長

スポーツチーム・
大学・企業等

ノウハウ・資源・実行力�
・技術・集客力

行　政
信頼の得やすさ�
・継続性

市民サービスの向上地域の活性化

企業等が有する経営ノウハウや
資源・実行力といった強みと行政
の持つ信頼の得やすさや継続性
など、お互いの強みを活かし合
うことで、市民・企業・行政のそ
れぞれにとってメリットのある
取り組みを創出します。
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2  大阪市のスポーツ行政の現状と課題

■包括連携協定等
No. 連携手法 分類 相手方 協定の概要

１

事業者協定 大学

大阪市立大学
（大阪市立大学都市健康・
スポーツ研究センター）

•市民の運動・スポーツ普及・振興
•運動・スポーツを通じた健康増進にかかる研究、
教育等

２
大阪経済大学
（大阪経済大学スポーツ・
文化センター）

•市民の運動・スポーツ普及・振興
•運動・スポーツを通じた学術研究、人材育成
•教育研究の成果を広く社会へ提供

No. 連携手法 分類 相手方 協定の概要

3

包括連携協定

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

ヒューマンプランニング株式会社
（ バスケットボール  大阪エヴェッサ）

スポーツの振興、教育、広報などさ
まざまな分野においてそれぞれの
活動の充実
•小、中学生を対象にしたスポーツ
教室の開催
•スポーツの普及、競技力の向上
•総合型地域スポーツクラブとの
連携支援
•トップアスリートやコーチの学校
や地域等への派遣
•「みる」スポーツの推進　など

4
株式会社　セレッソ大阪
（ サッカー  セレッソ大阪）

5
オリックス野球クラブ株式会社
（ 野　球  オリックス・バファローズ）

6
サントリーホールディングス株式会社
（ バレーボール  サントリーサンバーズ）

7
日本たばこ産業株式会社
（ バレーボール  ＪＴマーヴェラス）

8
株式会社クボタ
（ バレーボール  クボタスピアーズ）

9
株式会社ＮＴＴドコモ
（ ラグビー  NTTドコモ	
� レッドハリケーンズ大阪）
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